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大
島
富
朗
つ
ゞ
れ
を
ま
と
ふ
牛
の
春
桃
の
椿
の
も
き
ま
じ
り
前
句
同
様
春
の
叙
景
、
穏
や
か
な
田
園
で
あ
る
。
前
句
の
「
つ
ゞ
れ
」
は
「
綴
れ
」
或
い
は
「
襤
褸
」、
破
れ
を
継
ぎ
接
ぎ
し
た
粗
末
な
着
物
乃
至
は
衣
類
、
ぼ
ろ
の
意
。
譬
え
そ
の
身
に
ぼ
ろ
を
纏
う
と
も
「
綾
羅
錦
を
。
は
ぢ
ぬ
か
た
ち
は
」
辺
国
波
濤
鬼
界
が
島
、
漁
夫
の
娘
千
鳥
の
言
葉
注
１
。
片
や
漁
夫
の
娘
、
片
や
「
牛
」、
共
に
「
つ
ゞ
れ
を
ま
と
ふ
」
今
な
が
ら
、
己
が
心
に
少
し
も
恥
じ
ぬ
生
き
方
、
心
凉
し
き
「
牛
の
春
」
で
あ
り
、
牛
方
や
馬
（
博
労
）
で
は
そ
う
は
い
か
ぬ
注
２
。
蔵
書
に
院
本
多
き
子
規
の
こ
と
ゆ
え
片
隅
に
近
松
の
『
丹
波
與
作
待
夜
の
小
室

注
３
』
の
馬
子
三
吉
が
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。
馬
子
に
身
を
せ
ど
元
は
と
い
え
ば
三
吉
、
父
は
奏
者
番
頭
千
三
百
石
伊
達
與
作
が
一
子
與
之
助
、
母
は
調
姫
の
御
乳
人
滋
野
井
、
姫
と
は
乳
兄
弟
と
い
う
正
し
き
筋
目
、
「
義
理
を
忠
義
に
か
へ
」
た
夫
婦
の
別
離
、
為
に
三
歳
の
與
之
助
は
乳
母
の
許
へ
。
「
川
の
瓦
解
」
な
ら
ね
ど
こ
れ
又
「
家
族
ち
り

゛
」
の
不
幸
注
４
、
単
に
狂
言
綺
語
の
絵
空
事
に
非
ず
。
斯
か
る
一
家
離
散
も
往
時
の
現
実
と
想
像
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
序
で
に
同
じ
狂
言
綺
語
の
世
界
で
い
え
ば
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
注
５
』
が
然
り
。
左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒
訴
に
よ
り
筑
紫
太
宰
府
に
流
さ
れ
人
と
な
っ
た
菅
公
道
真
を
は
じ
め
と
し
、
白
太
夫
と
三
人
の
息
子
梅
王
、
松
王
、
桜
丸
と
そ
の
嫁
た
ち
、
武
部
源
蔵
小
太
郎
父
子
等
々
、
数
多
く
の
別
離
が
物
語
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
時
平
の
舎
人
松
王
丸
、
道
真
の
舎
人
梅
王
丸
、
斎
世
親
王
の
舎
人
桜
丸
、
兄
弟
三
人
が
計
ら
ず
も
敵
味
方
と
な
っ
て
争
う
三
段
目
の
口
、
通
称
「
車
曳
」
、
三
人
の
舎
人
即
「
牛
」
舎
人
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
が
前
句
の
喚
起
す
る
世
界
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
又
、「
車
曳
」
と
い
え
ば
『
源
氏
物
語
』
第
九
帖
「
葵
」、
葵
上
と
六
條
御
息
所
一
行
の
「
車
争
い
」
が
思
い
浮
ぶ
注
６
。
賀
茂
祭
の
前
日
、
斎
院
弘
殿
女
御
腹
女
三
の
宮
の
御
禊
見
物
、
桟
敷
が
設
け
ら
れ
物
見
車
が
先
を
争
う
一
条
大
路
で
の
こ
と
。
恐
ら
く
雑
色
、
「
牛
」
童
ら
が
打
ち
乱
れ
て
「
車
争
」
う
様
子
を
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
色
紙
絵
」
は
表
情
豊
か
に
繊
細
な
筆
致
で
描
く
注
７
。
更
に
、
寿
永
二
年
1183五
月
十
一
日
、
木
曽
義
仲
が
維
盛
麾
下
「
七
萬
余
騎
」
の
平
家
軍
に
大
勝
利
し
た
	梨

羅
峠
の
合
戦
の
折
「
四
五
百
頭
の
牛
の
角
に
松
明
を
燃
し
」
た
奇
襲
戦
略
も
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
の
記
述
注
８
に
「
牛
」
の
二
文
字
な
け
れ
ど
、
こ
の
作
戦
の
裏
に
牛
の
習
性
や
扱
い
方
を
熟
知
し
た
者
の
存
在
が
確
か
に
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
者
た
ち
は
所
謂
広
義
の
「
牛
」
、
も
し
く
は
百
姓
下
人
地
士
の
類
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
車
の
牽
引
、
荷
物
の
運
搬
、
農
耕
、
そ
し
て
戦
の
場
な
ど
利
便
性
が
高
い
牛
、
恐
ら
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
三
一
号
三
七
～
五
〇
（
二
〇
一
〇
一
）
子
規
連
句
私
解
獨
吟
百
「
灯
と
も
さ
ぬ
」
の
巻
其
三
十
一
四
ウ
五
句
目

く
、
「
角
に
松
明
を
燃
し
」
た
牛
に
し
ろ
、
本
来
陣
立
に
必
要
な
物
資
を
輸
送
す
る
荷
車
を
引
か
せ
る
役
割
を
果
し
て
い
た
の
を
、
或
る
智
恵
者
の
機
転
で
応
用
し
た
の
で
は
と
推
測
す
る
が
如
何
、
い
か
に
も
木
曽
の
山
家
育
ち
の
義
仲
ら
し
い
奇
襲
で
あ
る
。
『
書
経
注
９
』
が
語
る
、
乃
偃
レ
武
修
レ
文
、
歸
二
馬
于
華
山
之
陽
一
、
放
二
牛 ・
于
桃 ・
林
之
野
一
、
示
二
天
下
弗
一レ 服
の
、
馬
は
戦
車
を
引
か
せ
、
牛
は
荷
車
を
引
か
せ
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
非
常
時
で
の
こ
と
。
抑
々
「
緩
而
和
其
性
順
也
注
」
が
家
畜
と
し
て
の
「
牛
」
の
特
性
ゆ
え
「
牛
ハ
者
稼
穡
之
資
不
レ
可
ラ二
多
殺
ス一
」
。
農
事
に
欠
く
こ
と
が
で
き
ぬ
役
畜
、
身
近
に
あ
っ
て
慣
れ
親
み
、
時
に
は
農
作
業
の
往
き
帰
り
そ
の
背
に
揺
ら
れ
も
し
た
で
あ
ろ
う
。
蕪
村
の
「
四
季
耕
作
図
注
」
は
右
隻
に
田
を
鋤
く
牛
を
、
左
隻
に
車
を
牽
く
牛
を
各
々
描
き
、「
牧
童
図
注
」
で
は
堂
々
た
る
体
の
黒
牛
を
、
又
、「
秋
景
帰
牧
図
注
」
は
牛
の
背
に
乗
る
老
牧
人
の
寛
ぎ
と
充
足
を
、
「
谿
陰
耕
牛
図
注
」
は
田
鋤
牛
が
、
「
牧
童
図
注
」
（
左
幅
）
は
背
中
に
後
向
き
で
乗
る
牧
童
を
描
く
構
図
に
牛
へ
の
親
密
度
や
信
頼
が
読
み
解
け
る
。
孰
れ
の
図
も
農
事
と
牛
と
の
深
い
絆
を
描
く
佳
品
で
あ
る
。
中
で
も
「
秋
景
帰
牧
図
」
、
老
牧
人
な
が
ら
隠
者
の
風
格
を
忍
ば
せ
、
晩
年
青
牛
車
に
乗
り
函
谷
関
を
出
で
て
西
域
に
去
り
し
ま
ま
な
る
老
子
伝
説
注
を
、
或
い
は
、
角
に
金
箔
を
押
し
た
牛
に
好
ん
で
乗
っ
た
と
伝
う
牡
丹
花
肖
柏
注
	を
思
わ
せ
、
後
向
き
に
牛
の
背
に
乗
り
落
馬
な
ら
ぬ
落
牛
せ
し
酔 ・
人
蘇
東
坡
の
面
影
注

を
「
牧
童
図
」
は
想
起
さ
せ
る
。
事
程
左
様
に
、
鄙
び
や
隠
者
の
風
格
と
牛
は
見
事
に
釣
り
合
う
。
と
こ
ろ
で
「
牛
」
な
ら
ぬ
「
武
陵
」
の
「
捕
魚
」
者
、「
溪
行
、
忘
路
之

」
た
末
「
桃
花
林
」
に
行
き
着
く
注
。
谷
川
の
両
岸
は
「
桃
の
木
」
の
他
に
「
無
雜
樹
、
芳
華
鮮
美
、
落
英
繽
紛
」
た
り
し
景
。
御
一
新
の
御
代
な
ら
ぬ
「
晋
太
元
中
」、「
秋
景
帰
牧
図
」
に
倣
え
ば
春
景
帰
牧
、
画
中
を
出
で
て
牛
の
背
に
揺
ら
れ
な
が
ら
猶
行
け
ば
其
処
は
彼
の
「
牛
」
の
里
。
そ
の
様 さ
まは
、
豁
然
ト
シ
テ
開
朗
ナ
リ
。
土
地
ハ
平
曠
ニ
シ
テ
、
屋
舍
ハ
儼
然
タ
リ
。
有
リ二
良
田
、
美
池
、
桑
竹
之
屬
一 。
阡
陌
リ
ジ、
鷄
犬
相
聞
コ
ユ。
其
ノ中
ニ往
來
シ種
作
ス
「
里 ・
人 ・
衣
著
」
は
と
見
れ
ば
「
悉
如
レ
纏 ・
二
襤 ・
褸 ・
一
」
く
あ
れ
ど
「
怡
然
ト
シ
テ
自
ラ
楽
シ
メ
リ
」
。
更
に
里
中
に
歩
を
運
べ
ば
「
良
田
美
池
桑
竹
」
の
間
、
家
々
の
庭
で
は
子
供
ら
と
犬
が
戯
れ
、
鶏
が
を
啄
む
。「
桃
の
椿
の
も ・
き
ま
じ
り
」、
穏
や
か
な
村
里
、
陽
溜
り
で
は
老
い
た
者
同
士
、
含
ミレ 哺
ヲ鼓
ウ
チ
レ
腹
ヲ、
チ
テ
レ
壤
ヲ而
歌
ヒ
テ曰
、「
曰
出
デ
テ而
作
シ、
日
入
リ
テ而
息
フ。
鑿
チ
テ
レ
井
ヲ而
飮
ミ、
畊
シ
テ
レ
田
ヲ而
食
注
フ
斯
る
桃
花
村
、
村
人
の
遠
つ
祖
た
ち
が
戦
乱
の
世
を
逃
が
れ
ひ
っ
そ
り
と
和
や
か
に
暮
す
平
和
で
心
満
ち
足
り
し
郷
。
殺
生
を
活
計
と
す
る
漁
夫
が
先
ず
見
た
美
し
く
「
き
」
誇
る
「
桃
の
」
は
里
の
人
々
の
繁
栄
と
長
寿
の
表
徴
で
あ
り
、
紂
王
を
滅
ぼ
し
た
武
王
が
「
放
牛 ・
于
桃 ・
林 ・
之
野
」
っ
た
の
も
「
桃
」
に
秘
め
ら
れ
た
瑞
象
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
「
桃
花
源
記
」
の
作
者
陶
淵
明
、
意
に
染
ま
ぬ
役
人
生
活
を
辞
し
故
園
の
家
に
帰
ら
ん
と
の
思
い
を
述
べ
た
作
が
「
歸
去
來
兮
辭
注
」。
懐
し
き
故
郷
へ
の
道
、「
牛
」
に
乗
ら
ず
引
か
れ
ざ
る
も
宛
ら
「
捕
魚
」
者
の
如
し
。
曰
く
、
舟
ハ遙
遙
ト
シ
テ以
テ輕
ク
リ
風
ハ飄
飄
ト
シ
テ而
吹
クレ 衣
ヲ
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問
フ
ニ
二
征
夫
ニ一 以
テ
シ
二
前
路
ヲ一
恨
ム二 晨
光
之
熹
微
ナ
ル
ヲ
一
庭
の
小
道
は
荒
れ
た
り
と
い
え
ど
「
松
菊
存
」。
「
衡
宇
」
の
日
々
は
と
い
え
ば
、
雲
ハ無
心
ニ以
テ出
デレ 岫
ヲ
鳥
ハ
ミ
テ
レ
飛
ブ
ニ而
知
ルレ
ル
ヲ
景
ハ翳
翳
ト
シ
テ以
テ將
ニレ 入
ラ
ン
ト
撫
デ
テ
二
孤
松
ヲ一 而
盤
桓
ス
将
に
己
が
心
に
叶
う
生
活
。
季 と
き至
ら
ば
、
農
人
グ
ル
ニ
レ
余
ニ以
テ
シ
二
春
ノ
ブ
ヲ
一
將
ニレ 有
レ 事
二 於
西
疇
ニ一
或
ハ命
ジ二 巾
車
ヲ一
或
ハ棹
サ
ス
二
孤
舟
ニ一
ニ窈
窕
ト
シ
テ以
テ
ネレ 壑
ヲ
亦
タ崎
嶇
ト
シ
テ而
經
レ 丘
ヲ
木
ハ欣
欣
ト
シ
テ以
テ向
カ
ヒ
レ
榮
ユ
ル
ニ
泉
ハ涓
涓
ト
シ
テ始
メ
テ
レ
流
ル
善
ミ
シ
テ
二
萬
物
之
得
タ
ル
ヲ
一レ
時
ヲ
感
ズ二 吾
ガ生
之
行
休
ス
ル
ヲ
一
「
不
レ 踰
レ 矩
」
し
て
悠
然
自
適
な
毎
日
を
暮
せ
れ
ば
譬
え
「
牛
」「
つ
ゞ
れ
」
の
身
で
あ
ろ
う
と
其
処
が
理
想
郷
ユ
ー
ト
ピ
アな
る
こ
と
論
を
俟
た
ず
。
「
渡
二 澱
水
一
	二 馬
堤
一 」
る
折
、「
浪
花
」
の
奉
公
先
か
ら
藪
入
で
故
園
に
帰
る
娘
と
道
連
れ
に
な
り
し
蕪
村
、
娘
の
弾
む
気
持
を
、
目
に
映
り
ゆ
く
風
景
を
俳
詩
で
綴
る
。
「
春
風
馬
堤
曲
注

」
で
あ
る
。
「
牛
」「
捕
魚
」
者
、
老牧
と
は
一
味
も
二
味
も
異
る
詩
趣
に
富
む
。
詩
に
曰
く
、
春
艸
路
三
中
に
捷
径
あ
り
我
を
迎
ふ
た
ん
ぽ
ゝ
花
咲
け
り
三
々
五
々
五
々
は
黄
に
三
々
は
白
し
記
得
す
去
年
此
路
よ
り
す
憐
ミ
と
る
蒲
公
茎
短
し
て
乳
を

む
か
し

し
き
り
に
お
も
ふ
慈
母
の
恩
慈
母
の
懐
袍
別
に
春
あ
り
（
略
）
郷
故
春
深
し
行
々
て
行
々
楊
柳
長
堤
道
漸
く
く
だ
れ
り
矯
首
は
じ
め
て
見
る
故
園
の
家
黄
昏
戸
に
倚
る
白
髪
の
人
弟
を
抱
き
我
を
待
春
又
春
君
不
見
古
人
太
が
句
藪
入
の
寝
る
や
ひ
と
り
の
親
の
側
「
身
三
春
」
の
帰
郷
、
如
何
に
「
春
情
ま
な
び
得
た
り
浪
花
風
流
」、
身
に
着
る
「
春
衣
」
が
垢
抜
け
よ
う
と
娘
の
帰
り
を
待
つ
「
白
髪
」
の
母
、
奉
公
の
辛
さ
も
母
「
親
の
側
」
に
伏
せ
ば
全
て
癒
さ
れ
る
至
福
。
懐
か
し
き
故
園
、「
柳
は
緑
花
は
紅
」「
桃
の

椿
の
も
き
ま
じ
」
る
桃
花
源
に
他
な
ら
ず
注
。
日
が
な
一
日
牛
と
共
に
田
を
耕
し
た
彼
の
「
牛
」、
ふ
て
寝
て
牛
に
な
ら
ば
や
桃
の

注

春景
帰
牧
図
、
平
凡
な
が
ら
充
足
の
刻
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
行
く
。
因
み
に
蕪
村
の
「
牛
」
詠
む
句
は
か
に
三
句
、
「
昼
が
ほ
や
煩
ふ
牛
の
ま
く
ら
も
と
」
、
他
に
嵯
峨
太
秦
広
隆
寺
の
摩
咜
羅
神
の
祭
（
季
題
と
し
て
は
「
牛
祭
」
、
秋
十
月
十
二
日
）
を
詠
む
「
角
文
字
の
い
ざ
月
も
よ
し
牛
祭
」
、
孰
れ
も
桃
花
源
に
は
無
縁
。
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む
し
ろ
、
「
桃
源
の
路
次
の
細
さ
よ
ご
も
り
」
「
商
人
を
吼
る
犬
あ
り
も
ゝ
の
」
「
夜
桃
林
を
出
て
曉
嵯
峨
の
櫻
人
」、
こ
の
三
句
の
措
辞
は
淵
明
の
桃花
源
が
明
ら
か
に
揺
曳
し
て
い
る
。
芭
蕉
句
に
な
る
と
唯
一
、
貞
享
四
年
の
吟
、
さ
と
の
こ
よ
を
り
の
こ
せ
う
し
の
む
ち
注

が
「
牛
」
童
と
桃
花
な
ら
ぬ
早
春
の
梅
花
に
闌
く
る
春
の
「
桃
の
花
」
、
桃
花
村
を
予
測
さ
せ
る
の
み
、
況
し
て
淵
明
の
世
界
を
忍
ば
せ
る
「
桃
」
の
詠
句
注

見
当
ら
ず
。
延
宝
四
年
の
「
此
に
牛
も
初
音
と
鳴
つ
べ
し
注
」
、
一
見
掠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
こ
の
「
梅
」
は
天
神
、
天
神
と
「
牛
」
の
連
想
、
又
「
梅
」
は
梅
翁
西
山
宗
因
の
縁
り
で
も
あ
り
、
淵
明
と
の
	り
は
薄
い
。
そ
の
物
語
性
ゆ
え
斯
る
風
情
は
発
句
仕
立
て
よ
り
連
句
注

に
適
う
。
実
際
、
漢
詩
文
調
が
強
い
天
和
貞
享
期
の
芭
蕉
付
句
に
こ
う
し
た
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
延
宝
四
年
春
、
両
吟
二
百
韻
第
二
「
梅
の
風
」
巻
、
一
裏
、
糞 コ
エ擔 タ
籠 ゴ
き
よ
し
村
雨
の
空
章
夕
陽
に
牛
ひ
き
帰
る
遠
の
雲
靑
老
子
の
す
が
た
山
の
端
か
く
れ
章
貞
享
四
年
「
花
に
遊
ぶ
」
歌
仙
、
名
裏
西
に
見
る
長
安
城
に
霧
細
く
益
大
荷
ふ
上
戸
百
人
蕉
聟
乘
て
箔
置
牛
の
靜
な
る
方
牡
丹
を
手
を
る
牡
丹
の
戀
益
元
禄
元
年
「
月
出
ば
」
半
歌
仙
、
一
裏
の
頭
巾
に
の
ち
り
か
ゝ
り
菊
醉
て
牛
よ
り
落
る
春
風
ば
せ
を
等
々
の
例
を
認
め
う
る
。
下
肥
の
荷
い
桶
あ
る
農
家
の
景
を
詠
む
信
章
の
前
句
に
帰
牧
を
も
っ
て
応
ず
る
芭
蕉
、
「
十
牛
図
注
」
第
六
騎
牛
帰
家
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
『
諧俳
類
舩
集
注
』
に
「
老
子
ハ
牛
に
乗
り
て
出
し
と
也
」
と
あ
る
ご
と
く
、
蕉
句
の
「
牛
」
に
信
章
が
「
老
子
」
を
付
け
た
。
函
谷
関
を
出
で
行
く
老
子
の
後
ろ
姿
を
「
山
の
端
か
く
れ
」
に
見
替
え
た
の
で
あ
る
。
古
益
の
「
長
安
城
」
を
受
け
、
杜
甫
「
飮
中
八
仙
歌
注
」
の
詩
句
「
李
白
一
斗
詩
百

長
安
市
上
酒
家
眠
」
、
「
自
稱
臣
是
酒
中
仙
」
を
踏
え
「
上
戸
」
「
大
（
酒
）
」
と
展
開
、
爐
方
が
大
酒
宴
祝
宴
婚
礼
金
風
箔
と
連
想
を
紡
ぎ
「
箔
置
牛
」
が
荷
車
牽
く
図
で
前
句
を
受
け
肖
柏
の
故
事
へ
至
る
、
些
か
変
化
に
乏
し
き
窮
屈
な
流
れ
で
は
あ
る
。
前
句
の
夕
菊
、
詳
し
き
こ
と
不
明
、
一
句
の
風
情
ど
こ
と
な
く
「
狂
句
こ
が
ら
し
の
」
歌
仙
注
、
野
水
が
脇
句
「
た
そ
や
と
ば
し
る
か
さ
の
山
茶
花
」
に
似
て
い
る
。
「
か
さ
」
と
「
頭
巾
」
、
「
山
茶
花 ・
」
と
「
花
」
、
「
と
ば
し
る
」
と
「
ち
り
か
ゝ
り
」
、
又
、
荷
兮
付
句
「
巾
に
木
槿
を
は
さ
む
琵
琶
打
」
の
「
巾
」
と
「
頭
巾
」
、
「
木
槿
」
は
「
花
」
、
「
は
さ
む
」
が
逆
の
「
ち
り
（
る
）」
へ
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
蛇
足
を
い
え
ば
荷
兮
句
に
芭
蕉
は
「
う
し
の
跡
と
ぶ
ら
ふ
草
の
夕
ぐ
れ
に
」
と
付
け
る
。
夕
菊
の
前
句
に
「
牛
よ
り
」
と
付
け
る
芭
蕉
、
偶
然
と
は
い
え
共
に
「
牛
」
で
あ
る
点
に
興
を
覚
え
る
。
麗
ら
か
な
春
の
昼
下
り
、
牛
の
背
で
揺
ら
れ
る
心
地
よ
さ
に
つ
い
う
つ
ら
う
つ
ら
、
何
か
の
弾
み
で
落
牛 ・
、
瓢
逸
な
老
市
井
人
さ
も
何
事
も
な
か
り
し
ご
と
く
再
び
牛
の
背
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に
、
駘
蕩
た
る
春
の
田
園
の
景
で
あ
る
。
改
め
て
「
十
牛
図
」
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
芭
蕉
連
句
の
付
合
い
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
牛
」
（
牧
童
、
耕
牛
、
帰
牧
）
が
内
包
す
る
モ
ノ
は
そ
の
物
語
性
豊
か
な
る
ゆ
え
想
像
力
を
刺
激
し
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
一
方
、「
謂
應
せ
て
何
か
有
注
」
と
い
い
、「
く
ま

゛
謂
つ
く
す
物
に
あ
ら
ず
注
」
と
説
か
れ
し
「
発
句
」
な
れ
ど
、
否
、
な
れ
ば
こ
そ
去
来
が
自
得
し
た
ご
と
く
、
「
初
て
ほ
句
に
成
べ
き
事
ト
、
成
ま
じ
き
事
を
知
れ
り
」
と
の
所
説
に
従
う
時
「
牛
」
は
ど
う
も
後
者
に
入
る
よ
う
で
あ
る
。
子
規
の
「
牛
」
句
を
引
く
注
。
牛
引
の
初
荷
の
山
よ
人
の
波
「
山
落
木
三
」
牛
に
乘
て
買
ひ
に
行
く
日
永
哉
牛
の
せ
て
畑
打
ち
に
行
く
小
嶋舟
哉
家
あ
り
や
牛
引
き
歸
る
春
の
山
猫
	ふ
戀
の
闇
路
や
牛
の
角
牛
馬
の
尻

べ
け
り
蠅
の
中
牧
童
の
牛
乘
り
入
れ
ぬ
杜
若
牛
小
屋
に
町
は
盡
き
た
り
稻
の

稻
の
波
々
と
し
て
牛
の
聲
人
載
せ
て
牛
載
せ
て
桃
の
渡
し
哉
春
風
や
草
を
く
ふ
牛
眠
る
牛
木
の
芽
ふ
く
垣
根
つ
ゞ
き
や
牛
の
聲
若
草
や
土
手
に
く
ひ
つ
く
牛
の
む
れ
「
山
落
木
四
」
牛
引
て
書
讀
む
人
や
春
の
草
の
や
牛
の
尿
す
る
渡
し
舟
牛
ふ
て
行
く
藪
陰
や
五
月
雨
五
月
雨
や
牛
に
乘
つ
た
る
宇
の
山
夕
立
や
野
に
殘
さ
れ
し
牛
の
聲
夕
立
や
雲
舞
ひ
下
る
牛
の
角
夏
川
や
隨
身
さ
き
へ
牛
車
牛
行
く
や
昆
沙
門
阪
の
秋
の
暮
牛
載
せ
て
妻
舟
漕
ぎ
出
し
ぬ
牛
部
屋
に
露
草
き
ぬ
牛
の
留
守
ひ
よ
つ
と
葉
は
牛
が
く
ふ
た
か
曼
珠
沙

牛
の
子
や
賣
ら
れ
て
ぶ
小
六
月
阪
や
霰
た
ば
し
る
牛
の
角
特
に
二
十
七
、
二
十
八
年
に
集
中
。
就
中
「
家
あ
り
や
」「
牛
引
て
」「
夏
川
や
」
の
三
句
、
虚
子
編
『
子
規
句
集
注
』
が
採
録
、
流
石
選
句
の
大
切
さ
を
説
い
た
だ
け
の
こ
と
あ
り
、
選
ぶ
べ
き
句
は
き
ち
ん
と
採
っ
て
い
る
。
季
題
「
春
の
何
」
と
詠
む
句
三
句
の
う
ち
、
「
春
風
や
」
は
牛
舎
か
ら
野
へ
放
牛
さ
れ
た
牛
の
様
子
を
写
生
。
他
の
二
句
は
各
々
、
夕
霞
棚
引
く
春
の
山
を
遠
目
に
見
な
が
ら
畦
道
を
る
春景
帰
牧
図
、
二
宮
金
次
郎
な
ら
ば
薪
を
背
負
い
な
が
ら
の
書
読
む
姿
で
あ
る
が
こ
れ
は
牛
の
鼻
綱
引
き
な
が
ら
の
「
牛
」
童
の
図
で
あ
る
。
帰
り
行
く
先
は
桃花
村
を
思
わ
せ
る
。
季
題
「
夏
川
」
句
は
牛
な
ら
ぬ
「
牛
車
」
。
し
か
も
「
隨
身
」
は
弓
矢
に
剣
を
帯
び
供
奉
す
る
近
衛
府
舎
人
、
と
な
れ
ば
葵
祭
が
直
ち
に
思
い
浮
ぶ
。
残
る
春
の
「
牛
」
句
は
そ
の
背
景
に
付
句
の
風
趣
を
予
測
し
難
く
、
他
の
「
牛
」
句
を
含
め
こ
の
期
の
子
規
、
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（
略
）
自
分
は
餘
ひ
ま
に
な
つ
た
の
で
秋
の
り
か
ら
の
初
め
に
か
け
て
毎
日
の
樣
に
根
岸
の
郊
外
を
散
歩
し
た
。
其
時
は
何
時
で
も
一
册
の
手
帳
と
一
本
の
鉛
筆
と
を
携
へ
て
得
る
に
隨
て
俳
句
を
書
き
つ
け
た
。
寫
生
的
の
妙
味
は
此
時
に
始
め
て
わ
か
つ
た
樣
な
心
持
が
し
て
毎
日
得
る
の
十
句
二
十
句
位
な
獲
物
は
平
凡
な
句
が
多
い
け
れ
ど
も
何
と
な
く
厭
味
が
な
く
て
垢
拔
が
し
た
樣
に
思
ふ
て
自
分
な
が
ら
嬉
し
か
つ
た
と
述
べ
る
注
ご
と
く
、
見
た
ま
ま
を
写
生
ス
ケ
ッ
チし
た
平
凡
で
厭
味
の
な
い
「
牛
」
句
で
あ
る
の
は
確
か
。
同
じ
写
生
な
が
ら
少
し
奥
行
き
が
詠
ま
れ
る
三
句
が
虚
子
の
眼
に
適
い
『
子
規
句
集
』
に
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
「
牛
」
と
「
桃
」
を
詠
み
込
む
「
人
載
せ
て
牛
載
せ
て
桃
の
渡
し
哉
」
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
写
生
に
し
て
は
こ
の
渡
し
舟
、
舟
中
混
み
過
ぎ
て
転
覆
の
危
険
多
分
に
あ
り
、
果
し
て
無
事
に
向
う
岸
に
着
け
る
か
ど
う
か
心
許
無
い
。
風
景
は
桃花
村
そ
の
も
の
、
余
意
な
き
と
こ
ろ
が
難
で
あ
る
。
二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
付
「
小
日
本
」
紙
「
中
野
の
桃

注
	」
を
引
く
（
傍
点
引
用
者
）。
武 ・
陵 ・
の ・
桃 ・
原 ・
は
杳
か
に
し
て

ぬ
る
に
由
な
く
西
王
母
の
桃
園
は
隔
た
り
て
窺
ふ
べ
か
ら
ず
に
東
京
を
去
る
七
里
に
し
て
越
ヶ
谷
と
い
ふ
處
あ
り
千
住
よ
り
鐵
馬
車
に
乘
り
て
す
べ
し
霞
み
行
く
奧
街
の
車
か
な
此
處
に
桃 ・
の ・
林 ・
あ
り
て
都
下
の
雅
人
を
曳
く
多
か
れ
ど
中 ・
野 ・
村 ・
の ・
桃 ・
源 ・
を
知
る
は
稀
な
り
中
野
は
越
ヶ
谷
よ
り
二
里
許
り
に
し
て
利
根
川 ・
に ・
添 ・
ひ ・
た ・
る ・
小
高
き
な
り
滿 ・
村 ・
皆 ・
桃 ・
の ・
林 ・
に
し
て
二
里
三
里
の
間
紅
の
雲
深
く
し
て
行 ・
け ・
ど ・
も ・

・
・
其
果 ・
を ・
知 ・
ら ・
ず ・
て
ら

と
桃
く
中
や
何
ケ
村
都 ・
の ・
人 ・
の ・
來 ・
る ・
こ ・
と ・
少 ・
け ・
れ ・
ば
酒
賣
る
家
も
な
く
茶 ・
を
供
す
る
婆 ・
も
な
し
只
里
の
子
の
爲
に
賣
る
小 ・
店 ・
の
み
處
々
に
在
り
て
三 ・
々 ・
の
馬
、
五 ・
々 ・
の
牛
樂
し
げ
に
行
き
か
ふ
は
陶
虞
三
代
の
趣
あ
り
牛
に
乘
て
買
ひ
に
行
く
日
永
哉
桃
は
畑
の
中
に
在
り
て

麥
綠
と
相
映
じ
眞
に
畫
裏
に
ぶ
が
如
し
川 ・

・
ひ ・
の
稍
高
き
處
に
上
り
て
め
ば
兩 ・
岸 ・
萬
疊
の
紅
雲
眼
も
ば
ず
一
の
江
流
中
を
ぎ
つ
て
綠
漫
々
、
く
見
え
く
行
く
白
帆
三
つ
四
つ
二
つ
、
其
間
に
棹
さ
し
た
る
渡 ・
し ・
舟 ・
、
知
ら
ず
渡
し
守
は
古
昔
の
漁 ・
夫 ・
の
子
孫
に
あ
ら
ず
や
人
載
せ
て
牛
載
せ
て
桃
の
渡
し
哉
桃
の
中

り
つ
ゝ
野
田
驛
に
行
け
ば
客
舍
あ
り
泊
る
べ
し
酒
肴
あ
り
食
ふ
べ
し
一
夜
の
夢
を
結
ば
ん
こ
と
面
白
か
る
べ
し
此
處
よ
り
松
市
川
を
經
て
東
京
に
入
る
川
蒸
氣
も
あ
れ
ば
歸 ・
る ・
に ・
も ・
 
・
あ ・
し ・
か ・
ら ・
ず ・
右
の
小
文
、
淵
明
「
桃
花
源
記
」
と
蕪
村
「
春
風
馬
堤
曲
」
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
ご
と
し
。
宛
ら
「
新 ・
桃 ・
花 ・
村 ・
記
」
と
で
も
名
付
け
た
き
趣
向
で
あ
る
。
さ
て
、
春
霞
に
「
梅
に
ほ
ふ
さ
と
」
も
い
つ
し
か
萌
え
出
る
若
草
と
と
も
に
「


麥
綠
」「
柳
綠
花
紅
」
の
候
へ
と
移
ろ
い
、「
鶏
大
相
聞
」
え
る
和
や
か
な
中
に
も
活
気
に
!れ
、「
桃
の
」「
椿
の
」
と
「
き
ま
じ
」
る
春
景
が
付
句
の
世
界
で
あ
る
。
「
西
王
母
の
桃
園
」、
子
規
文
中
に
あ
る
ご
と
く
「
桃
」
は
三
千
年
に
一
度
「
」
を
「
」
か
せ
実
を
結
ぶ
不
老
不
死
、
長
寿
仙
花
（
果
）
の
伝
説
を
持
ち
、
躬
恒
が
「
三
千
年
に
な
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
咲
く
春
に
あ
ひ
に
け
る
哉
」
と
詠
み
し
「
桃
の
花
注
"」
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こ
そ
「
陶
虞
三
代
」
に
準
ら
う
理
想
郷
に
咲
く
に
相
応
し
い
花
と
い
え
る
。
て
ら

と
桃
の
中
な
り
幾
個
村
路
は
た
に
桃
の

く
小
村
か
な
草
屋
二
軒
赤
白
の
桃
け
る
哉
橋
こ
え
て
桃
の
小
村
へ
い
そ
ぐ
哉
村
童
の
異
人
に
た
か
る
桃
の

鷄
鳴
て
村
靜
か
な
り
桃
の

畑
中
に
一
本
く
や
桃
の

鍬
を
肩
に
橋
行
く
人
や
桃
の

各
々
句
、
何
処
か
桃花
村
の
面
影
を
宿
す
子
規
「
桃
」
の
句
注
で
あ
り
、
こ
と
ふ
り
し
い
く
さ
咄
や
桃
の

こ
の
一
句
な
ど
打
越
の
「
瓦
解
」
即
ち
約
一
世
代
前
旧
松
山
藩
が
係
わ
っ
た
「
い
く
さ
咄
」
と
読
み
解
い
て
も
面
白
く
、「
松
山
」
な
る
前
書
あ
る
、
故
郷
は
い
と
こ
の
多
し
桃
の

は
、
「
會
桃
李
之
芳
園
序
天
倫
之
樂
事
群
季
俊
秀
皆
爲
惠

吾
人
詠
歌
獨
慚
康
樂
」
の
章
句
注
を
思
わ
せ
る
。
又
、桃
く
や
可
愛
い
と
思
ふ
女
あ
り
鍋
提
げ
て
桃
の
中
	妻
歸
る
桃
く
や
妻
に
な
る
人
誰

そ
荷
車
に
娘
載
せ
け
り
桃
の

桃
の


を
知
ら
ぬ
娘
か
な
等
々
に
は
「
桃
夭
注
」
の
卑
俗
化
誹
諧
化
を
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
「
椿
の
」
も
春
を
呼
ぶ
花
で
知
ら
れ
注
、
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
の
造
り
花
が
有
名
。
若
狭
の
八
百
比
丘
尼
注
は
白
玉
椿
の
枝
を
手
に
持
ち
諸
国
巡
歴
し
た
と
の
伝
説
あ
り
。
又
、
辟
邪
の
具
に
し
て
、
正
月
初
卯
の
日
に
一
年
の
邪
気
を
祓
う
た
め
の
呪
具
に
使
用
（
梅
桃
柏
等
の
陽
木
も
用
い
ら
れ
た
）。
卯
は
そ
の
変
型
注
。
「
桃
」
が
三
千
年
に
一
度
開
花
結
実
す
る
霊
木
な
れ
ば
「
椿
注
」
も
、
君
が
代
は
白
玉
椿
八
千
代
と
も
な
に
か
数
へ
む
か
ぎ
り
な
け
れ
ば
と
詠
ま
れ
る
注
よ
う
に
、
八
千
年
の
長
寿
を
保
つ
こ
れ
又
霊
木
で
あ
り
、
『
荘
子
』
逍
遥
遊

注
中
の
「
上
古
、
有
二
大
椿
一 。
以
二
八
千
一
爲
レ
春
、
八
千
爲
レ
秋
」
に
由
来
す
る
（
但
し
、「
大
椿
」
は
椿
に
あ
ら
ず
、
太
古
に
あ
っ
た
と
い
う
巨
木
の
謂
）。
ツ
バ
キ
は
日
本
原
産
、
北
海
道
を
除
き
全
国
各
地
に
分
布
、
梅
や
桃
以
前
唯
一
春
の
木
と
認
知
し
た
ゆ
え
木
に
春
の
字
を
旁
り
「
椿
」
と
す
る
。
中
国
で
い
う
椿
注
は
セ
ン
ダ
ン
科
の
落
葉
樹
、
山
茶
が
ツ
バ
キ
で
あ
る
。
「
厚 あ
つ葉 ば
木 き
」「
艶 つ
や葉 ば
木 き
」
が
語
源
と
い
う
。
共
に
長
寿
の
霊
木
、
「
桃
の
椿
の
も
き
ま
じ
」
る
「
牛
」
の
村
、
戦
禍
を
逃
れ
住
む
に
恰
好
な
桃椿 ・
郷
と
い
っ
て
よ
い
。
巨
勢
野
な
ら
ぬ
「
牛
」
の
里
に
咲
く
椿
、
や
が
て
「
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
」
咲
き
誇
り
「
八
千
代
さ
か
へ
ん
末
注
」
を
現
世
の
も
の
と
す
る
今
が
酣
、
「
見
れ
ど
も
飽
か
」
ぬ
「
春
野
」
の
思
い
は
や
が
て
「
見
れ
ば
思 し
のば
な
」
へ
と
変
化
す
る
。
咲
き
て
落
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ち
、
落
ち
て
思
ば
れ
、
思
ば
れ
て
再
び
咲
く
椿
。
赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に
け
り
注

化
赤
を
好
む
や
赤
椿
碧
梧
桐
、
虚
子
の
句
で
あ
る
。
何
時
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
「
八
千
代
の
椿
」
は
絵
画
を
は
じ
め
衣
装
装
束
、
陶
磁
器
、
木
彫
等
の
美
術
工
芸
品
を
は
じ
め
小
芥
子
、
絵

、
茶
飲
茶
碗
や
ぐ
い
呑
み
、
徳
利
等
の
玩
具
日
用
雑
貨
の
意
匠
デ
ザ
イ
ンへ
変
貌
。
そ
れ
は
「
椿
」
の
聖
性
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
、
絶
え
ず
手
元
に
置
き
た
い
と
い
う
呪
性
の
表
象
で
あ
り
、
、
油
や
薪
炭
、
灰
汁
の
実
用
性
と
相
俟
っ
て
「
椿
」
は
歌
語
と
し
て
成
熟
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
散
ら
ず
に
落
ち
る
花
の
特
性
に
俳
諧
が
風
情
を
見
出
し
た
（
尤
も
、
そ
の
特
性
が
逆
に
「
首
落
つ
」
に
相
通
ず
る
と
し
不
吉
な
り
と
す
る
向
き
も
あ
っ
た
）。
う
ぐ
ひ
す
の
笠
お
と
し
た
る
椿
哉
古
井
戸
の
く
ら
き
に
落
る
椿
か
な
芭
蕉
（『
猿
蓑
』）、
蕪
村
（『
落
日
庵
句
集
』）、
共
に
落
椿
を
詠
む
。
子
規
も
、
ふ
り
落
し
椿
は
く
也
庭
男
	机
に
白
玉
椿
こ
ぼ
れ
け
り
廣
前
や
小
石
の
上
の
落
椿
順
禮
の

に
み
た
る
椿
か
な
宮
守
の
は
き
集
め
た
る
椿
か
な
ほ
つ
た
り
と
笠
に
落
ち
た
る
椿
哉
先
人
の
例
に
洩
れ
ず
落椿
を
写
生
、
中
で
も
「
ほ
つ
た
り
と
」
句
は
蕉
翁
の
ほ
ぼ
焼
き
直
し
で
あ
り
見
所
な
し
。
「
桃
」
句
に
比
べ
「
椿
」
句
に
生
気
な
く
悉
く
凡
句
で
月
次
、
虚
子
選
『
子
規
句
集
』
が
採
る
、
ひ
ね
く
り
し
一
枝
活
け
ぬ
椿
注

集
中
唯
一
の
「
椿
」
句
な
が
ら
何
処
と
い
っ
て
何
も
な
し
。
春
の
句
で
は
な
い
が
「

椿
き
佛
に
手
向
け
ば
や
」
に
些
か
の
妙
あ
り
。
そ
れ
も
「
き
佛
注
」
と
取
り
合
せ
た
点
に
面
白
味
あ
る
の
み
で
写
生
と
は
限
ら
ず
、
着
想
の
み
。
総
じ
て
「
椿
」
と
余
り
拘
り
た
く
な
い
よ
う
で
あ
り
、
自
身
の
中
に
、
落
つ
る
椿
即
死
が
子
規
を
し
て
消
極
的
な
ら
し
め
た
か
。
せ
て
も
枯
れ
て
も
「
士
族
正
岡
常
規
」
、
所
詮
「
牛
」
に
身
を
窶
せ
ず
。
桃
椿
郷
を
夢
想
す
れ
ど
宿
痾
の
身
、
「

不
復
得
路
」
「
病
」
な
る
定
め
が
待
っ
て
い
よ
う
と
は
、
神
の
み
ぞ
知
る
、
で
あ
り
、
こ
の
時
の
子
規
は
知
る
由
も
な
し
。
「
ひ
た
と
骨
痛
み
て
」
「
ひ
ね
も
す
得
動
か
け
ず
」
「
旅
の
つ
れ

゛
は
自
ら
慰
む
る
外
に
す
べ
も
な
」
し
と
述
懐
注
。
万
全
な
ら
ぬ
体
調
に
比
べ
、
付
句
の
な
ん
と
長
閑
や
か
な
景
で
あ
る
こ
と
か
。
微
塵
の
翳
り
な
き
里
景
色
で
あ
る
。
後
に
、
病
牀
六
尺
、
こ
れ
が
我
世
界
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
六
尺
の
病
牀
が
餘
に
は
廣
ぎ
る
の
で
あ
る
注

と
述
す
る
子
規
の
強
靭
な
精
神
力
を
改
め
て
思
う
。
「
花
」
を
定
座
か
ら
二
句
引
き
上
げ
た
。
満
尾
ま
で
残
す
と
こ
ろ
三
句
、
闌
け
な
わ
の
春
。
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注1
『
平
家
女
護
島
』
補
注
（『
近
松
全
集
』
第
十
一
巻
岩波
書
店
刊
、
・89

8

25
所
収
、
151頁
）
補
注
享
保
四
年
1719八
月
十
二
日
、
大
坂
竹
本
座
初
演
。
『
平
家
物
語
』
を
題
材
と
し
清
盛
の
暴
虐
と
悶
死
を
軸
に
文
覚
俊
寛
常
盤
牛
若
丸
な
ど
の
話
を
脚
色
、
中
で
も
二
段
目
切
「
鬼
界
ヶ
島
」
段
は
独
立
し
た
一
段
と
し
て
歌
舞
伎
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
（
翌
五
年
一
月
大
坂
中
の
芝
居
竹
嶋
幸
左
衛
門
座
）
上
演
の
機
会
多
き
狂
言
で
知
ら
れ
る
（
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
5
平
凡
社
刊
、
・84

2

15新
装
復
刊

143
～
144頁
項目
執
筆
広
末
保
参
照
）。
『
平
家
物
語
』
や
謡
曲
『
俊
寛
』
に
見
ら
れ
ぬ
漁
夫
娘
千
鳥
の
創
造
が
俊
寛
の
人
間
像
に
新
局
面
を
与
え
、
よ
り
悲
劇
性
が
深
ま
っ
た
。
2
清
少
納
言
は
、
牛
飼
は
、
お
ほ
き
に
て
髪
あ
ら
ら
か
な
る
が
、
顔
あ
か
み
て
か
ど

し
げ
な
る
と
記
す
（
五
二
段
）。
童
と
違
い
猛
々
し
い
成
人
の
印
象
で
あ
る
。
又
、
彼
ら
が
日
常
世
話
す
る
「
牛
」
に
つ
い
て
（
四
八
段
）、
牛
は
ひ
た
ひ
は
、
い
と
ち
ひ
さ
く
白
み
た
る
が
、
腹
の
し
た
、
あ
し
、
尾
の
す
ぢ
な
ど
は
、
や
が
て
白
き
が
好
ま
し
い
と
指
摘
、
些
か
雅
び
た
牛
、
貴
族
の
牛
車
を
牽
く
に
相
応
し
い
「
牛
」
の
印
象
、
野
飼
や
耕
牛
と
は
一
寸
異
な
ろ
う
。
（
引
用
は
、
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
25『
枕
草
子
』、
69～
70頁
）
3
宝
永
四
年
1707末
（
推
定
）、
大
坂
竹
本
座
初
演
。
『
國
盆
踊
唱
歌
』
『
落
葉
集
』
『
山
家
鳥
虫
歌
』
等
が
収
め
る
丹波
與
作

關の
小
万
の
流
行
唄
補
注
に
想
を
借
り
た
所
謂
仮
構
物
で
あ
る
。
補
注
『
國
盆
踊
唱
歌
』
所
収
但馬
か
ら
引
く
よ
さ
く
た
ん
ば
の
馬
お
ひ
な
れ
ど
今
は
お
江
戸
の
か
た
な
さ
し
よ
さ
く
お
も
へ
ば
て
る
日
も
く
も
る
せ
き
の
こ
ま
ん
が
な
み
だ
の
あ
め
か
（『
新
群
書
類
從
』
第
六
第一
書
房
刊
、
昭
51

12

25復
刻
、
312頁
）
4
当
該
浄
瑠
璃
上之
巻
、
三
吉
つ
く

゛
聞
澄
ま
し
。
「
由
留
木
殿
の
御
内
お
乳
の
人
滋
野
井
様
と
は
お
前
か
。
そ
ん
な
り
や
お
れ
が
母
様
」
と
抱
き
付
ば
「
ア
ヽ
こ
は
慮
外
な
。
を
の
れ
が
母
様
と
は
馬
方
の
子
は
持
た
ぬ
」
と
。
も
ぎ
放
せ
ば
む
し
や
ぶ
り
つ
き
引
退
く
れ
ば
す
が
り
付
。
「
な
ん
の
な
い
こ
と
申
ま
せ
ふ
。
わ
し
が
親
は
お
前
の
昔
の
連
合
ひ
。
此
御
家
中
に
て
番
頭
伊
達
の
与
作
。
其
子
は
わ
た
く
し
こ
な
様
の
腹
か
ら
出
た
。
与
之
介
は
わ
し
じ
や
は
い
の
。
父 ・
様 ・
は ・
殿
様
の
お
気
に
違
ふ
て
、
国 ・
を ・
お ・
出 ・
な ・
さ ・
れ ・
た ・
は
三
つ
の
時
で
お
ろ
覚
え
。
沓
掛
の
乳
母
が
話
に
は
。
母 ・
様 ・
も ・
離 ・
別 ・
と
や
ら
で
殿
様
に
御
奉
公
こ
な
た
を
。
乳
母
が
養
育
し
父
様
に
会
は
せ
た
ふ
思
へ
共
か
ひ
も
な
い
。
母
様
の
細
工
の
守
袋
を
証
拠
に
。
由
留
木
殿
の
お
乳
の
人
滋
野
井
様
と
尋
ね
よ
と
。
念
比
に
教
へ
て
乳
母
は
お
れ
が
五
つ
の
年
。
久
し
う
痰
を
煩
ふ
て
あ
げ
く
に
鳥
羽
の
祭
に
行
て
。
が
喉
に
詰
ま
つ
て
つ
ゐ
死 ・
ん ・
で ・
の
け
ま
し
た
。
在
所
の
衆
が
養
ひ
で
や
う

馬
を
追
習
ひ
。
今
は
近
江
の
石
部
の
馬
借
に
奉
公
し
ま
す
る
。
是
守
袋
を
見
さ
し
や
ん
せ
な
ん
の
う
そ
を
申
ま
せ
ふ
。
お
前
の
子
に
紛
れ
は
な
い
外
に
望
み
は
何
ン
も
な
い
。
父
様
を
尋
ね
出
し
一 ・
日 ・
な ・
り ・
共 ・
三 ・
人 ・
一 ・
所 ・
に ・
ゐ
て
下
さ
れ
見
事
沓
も
打
ま
す
る
。
此
わ
ら
ん
ぢ
も
わ
し
が
作
つ
た
。
昼
は
馬
を
追
ふ
て
夜
は
沓
打
ち
わ
ら
ん
ぢ
作
り
。
父
様
母
様
養
ひ
ま
せ
ふ
。
父
様
と
一 ・
つ ・
に ・
ゐ ・
て ・
下 ・
さ ・
れ ・
。
拝
み
ま
す
る
母
様
」
と
取
付
き
抱
付
。
泣
き
ゐ
た
り
（
傍
点
引
用
者
）
聴
く
者
の
胸
を
打
つ
馬
子
三
吉
の
口
説
で
あ
る
。
（
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
91『
近
松
浄
瑠
璃
集
上
』
所
収
当
該
曲
、
141～
142頁
）
5
竹
田
出
雲
並
木
千
柳
三
好
松
洛
竹
田
小
出
雲
作
、
延
享
三
年
1746八
月
二
十
一
日
大
坂
竹
本
座
初
演
、
翌
四
年
三
月
興
行
。
菅
原
道
真
左
遷
の
経
緯
及
び
薨
去
後
の
内
裏
天
変
、
北
野
天
満
天
神
縁
起
を
縦
糸
に
、
三
つ
子
兄
弟
の
父
子
夫
婦
、
武
部
源
蔵
夫
婦
の
忠
義
と
子
別
れ
、
斎
世
親
王
刈
屋
姫
の
恋
等
々
、
一
家
一
門
家
の
子
の
苦
衷
を
綴
る
。
中
で
も
二
段
目
切
「
道
明
寺
」、
三
段
目
口
「
車
曳
」
切
「
佐
太
村
」、
四
段
目
切
「
寺
子
屋
」
等
多
く
の
見
せ
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場
あ
り
。
翌
四
年
十
一
月
竹
本
座
『
大
物
舩
矢
倉
吉
野
花
矢
倉
義
経
千
本
桜
』
、
寛
延
元
年
1748八
月
同
座
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
、
小
出
雲
を
除
く
三
名
合
作
の
名
品
、
今
日
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
る
人
気
狂
言
、
三
大
浄
瑠
璃
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
（『
演
劇
百
科
大
事
典
』
3、
299～
302頁
当該
項
目
執
筆
三
宅
周
太
郎
参
照
）
6
葵
上
六
條
御
息
所
一
行
の
争
い
を
紫
式
部
は
以
下
の
ご
と
く
語
る
（
傍
点
引
用
者
）。
日
た
け
行
て
、
儀
式
も
わ
ざ
と
な
ら
ぬ
さ
ま
に
て
出
で
た
ま
へ
り
。
隙
も
な
う
立
ち
わ
た
り
た
る
に
、
よ
そ
を
し
う
引
き
つ
ゞ
き
て
立
ち
わ
づ
ら
ふ
。
よ
き
女
房
車
多
く
て
、
雑

の
人
な
き
隙
を
思
ひ
定
め
て
み ・
な ・
さ ・
し ・
退 ・
け ・
さ ・
す ・
る ・
中
に
、
網
代
の
す
こ
し
な
れ
た
る
が
、
下
の
さ
ま
な
ど
よ
し
ば
め
る
に
、
い
た
う
引
き
入
り
て
、
ほ
の
か
な
る
袖
口
、
裳
の
裾
、
汗
衫
な
ど
、
も
の
の
色
い
と
き
よ
ら
に
て
、
こ
と
さ
ら
に
や
つ
れ
た
る
け
は
ひ
し
る
く
見
ゆ
る
車
二
つ
あ
り
。「
こ ・
れ ・
は ・
、
さ ・
ら ・
に ・
さ ・
や ・
う ・
に ・
さ ・
し ・
退 ・
け ・
な ・
ど ・
す ・
べ ・
き ・
御 ・
車 ・
に ・
も ・
あ ・
ら ・
ず ・
」
と ・
口 ・
強 ・
く ・
て ・
手 ・
触 ・
れ ・
さ ・
せ ・
ず ・
。
い
づ
方
に
も
、
若
き
物
ど
も
酔
ひ
す
ぎ
、
た
ち
さ
は
ぎ
た
る
ほ
ど
の
事
は
え
し
た
ゝ
め
あ
へ
ず
。
お
と
な

し
き
御
前
の
人
は
、
「
か
く
な
」
な
ど
言
へ
ど
、
え
と
ゞ
め
あ
へ
ず
。
斎
宮
の
御
母
御
息
所
、
も
の
お
ぼ
し
乱
る
ゝ
慰
め
に
も
や
と
、
忍
び
て
出
で
た
ま
へ
る
也
け
り
。
つ
れ
な
し
つ
く
れ
ど
、
を
の
づ
か
ら
見
知
り
ぬ
。
「
さ ・
ば ・
か ・
り ・
に ・
て ・
は ・
、
さ ・
な ・
言 ・
は ・
せ ・
そ ・
。
大 ・
将 ・
殿 ・
を ・
ぞ ・
豪 ・
家 ・
に ・
は ・
思 ・
ひ ・
き ・
こ ・
ゆ ・
ら ・
む ・
」
な ・
ど ・
言 ・
ふ ・
を
、
そ
の
御
方
の
人
も
ま
じ
れ
ば
、
い
と
お
し
と
見
な
が
ら
、
用
意
せ
む
も
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ば
、
知
ら
ず
顔
を
つ
く
る
。
つ
ゐ
に
御 ・
車 ・
ど ・
も ・
立 ・
て ・
つ ・
ゞ ・
け ・
つ ・
け ・
れ
ば
、
人
だ
ま
ひ
の
奥
に
お
し
や
ら
れ
て
物
も
見
え
ず
。
心
や
ま
し
き
を
ば
さ
る
物
に
て
、
か
ゝ
る
や
つ
れ
を
そ
れ
と
知
ら
れ
ぬ
る
が
、
い
み
じ
う
ね
た
き
事
限
り
な
し
。
榻 ・
な ・
ど ・
も ・
み ・
な ・
お ・
し ・
を ・
ら ・
れ ・
て
、
す
ゞ
ろ
な
る
車
の
筒
に
う
ち
か
け
た
れ
ば
、
又
な
う
人
わ
ろ
く
く
や
し
う
、
何
に
来
つ
ら
ん
と
思
ふ
に
か
ひ
な
し
（
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
19『
源
氏
物
語
一
』、
293～
294頁
）
女
房
車
網
代
車
の
従
者
等
の
斯
る
乱
暴
狼
藉
な
振
る
舞
い
補
注
、
先
き
の
清
少
納
言
が
言
う
「
牛
」
の
風
（
注
2）
か
ら
考
え
る
に
宜
な
る
か
な
の
思
い
。
右
大
臣
藤
原
實
資
の
日
記
『
小
右
記
』、
永
延
元
年
987四
月
十
七
日
条
を
引
く
。
十
七
日
、
己
酉
、
右
大
臣
見
物
之
處
、
右
	中
將

綱
左
少
將

長
乘
車
度
御
車
之
間
、
雜
色
人
等
數
多
執
石
打
車
云
、
彼
兩
亞
將
愁
申
攝
政
殿
云
、
仍
召
彼
右
府
家
司
堯
時
朝
臣
、
令
申



、
歩
行
參
入
云
、

被
打
破
之
車
即
令
見
給
云
、
右
府
乘
暗
被
參
彼
殿
云
、
然
而
不
被
相
云

（
大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
一
』（
東
京
大
學
料
編
纂
編
纂

岩
波
書
店
刊
、
昭
34

3

31
、
127～
128頁
）
補
注
繁
田
信
一
『
殴
り
合
う
貴
族
た
ち
平
安
朝
裏
源
氏
物
語
』
（
柏
書
房
刊
・05

9

25
、
後
に
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
平
20

11

25
に
収
む
）
は
雅
び
な
王
朝
文
学
世
界
と
異
な
る
貴
公
子
と
そ
の
従
者
た
ち
の
暴
力
的
傾
向
、
素
顔
を
『
小
右
記
』
の
記
述
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
て
面
白
く
、
且
つ
「
王
朝
暴
力
事
件
年
表
」
は
想
像
力
を
刺
激
し
文
学
作
品
を
読
む
の
と
は
別
の
興
味
を
引
く
。
7
秋
山
虔
田
口
榮
一
監
修
『
豪
華
［
源
氏
絵
］
の
世
界
源
氏
物
語
』
（
学
習
研
究
社
刊
、
・88

6

24）、
60～
61頁
。
尚
、
牛
車
、
牛
の
風
俗
や
行
事
等
の
様
子
を
知
る
た
め
の
資
料
に
『
年
中
行
事
絵
巻
』
（
日
本
の
絵
巻
8、
小
松
茂
美
編
、
中
央
公
論
社
刊
、
昭
62

11

20）
が
あ
る
。
8
当
該
書
、
屋
卷
第
二
十
九
礪
竝
山
合
戰
事
に
詳
し
い
（
傍
点
引
用
者
）。
（
略
）
木
曾
は
追
手
に
寄
け
る
が
、
牛 ・
四 ・
五 ・
百 ・
疋 ・
取 ・
集 ・
て ・
、
角 ・
に ・
續 ・
松 ・
結 ・
附 ・
て ・
、
夜
の
深
る
を
ぞ
相
待
け
る
（
略
）
時
を
作
、
太
鼓
を
打
法
螺
を
吹
、
木
本
萱
本
を
打
は
た
め
き
、
蟇
目
鏑
を
射
上
て
と
ゞ
め
き
懸
た
れ
ば
、
山
答
て
幾
千
萬
の
勢
共
覺
え
ざ
り
け
る
に
、
木
曾
す
は
や
搦
手
は
し
け
る
、
時
を
合
せ
よ
と
て
、
四 ・
五 ・
百 ・
頭 ・
の ・
牛 ・
の ・
角 ・
に ・
松 ・
明 ・
を ・
燃 ・
し ・
て ・
家
の
陣
に
入
る
（
略
）
前
後
四
萬
餘
騎
が
時
の
聲
、
山
も
岩
も
摧
ら
ん
と
夥
し（
有
朋
堂
庫
『
源
平
盛
衰
記
下
』
昭
2

5

13
、
120頁
）
―46―
9小
野
沢
精
一
著
、
新
釈
漢
文
大
系
26該
書
下
（
明
治
書
院
刊
、
昭
60

4

30）、
471頁
10
『
和
漢
三
才
圖
會
』
上
（
東
京
美
術
刊
）、
432頁
11
『
蕪
村
全
集
』
第
六
巻
（
講
談
社
刊
、
・98

3

15）、
40頁
、
25図
12
同
前
書
、
58頁
、
55図
13
同
前
書
、
102頁
、
118図
14
同
前
書
、
290頁
、
427図
15
同
前
書
、
326頁
、
484図
16
『
太
平
御
覽
』
巻
第
九
百
「
獸
部
十
二
牛
下
」
關
中
曰
周
元
年
老
子
之
度
關
令
尹
喜
先
門
曰
若
有
老
公
從
東
來
乘
青
牛
薄
板
車
者
勿
聽
關
其
日
果
見
老
公
乘
青
牛
車
求
度
關
入
白
之
喜
曰
諾
今
來
矣
我
見
聖
人
矣
即
印
綬
出
	

弟
子
之
禮
（
四
部
叢
刊
三
編
子
部
『
太
平
御
覽
』
二
〇
上海
書
店
印
行
、
・85

12
所
収
）
17
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
上
増
補
改
訂
版
』
（
明
治
書
院
刊
、
平
5

5

15）「
第
九
章
、
二
肖
柏
の
伝
記
、
1伝
記
研
究
の
問
題
点
」
中
で
、
ま
た
、
三
藐
院
記
別
記
等
に
は
、
そ
の
角
を
金
箔
で
塗
っ
た
牛
に
乗
っ
て
洛
中
洛
外
を
横
行
し
た
と
も
伝
え
て
い
る
と
記
す
（
518頁
）。
更
に
、
544頁
で
、
三
藐
院
記
別
記
古
今
聴
観
（
天
正
十
九
年
）
に
、
「
一
、
牡
丹
花
表
徳
号
也
。
夢
庵
ト
イ
ヘ
リ
。
肖
柏
事
也
。
其
身
ハ
中
院
ト
云
々
。
異
壮
な
る
人
也
。
牛
ノ
角
ヲ
黄
薄
ニ
テ
ダ
ミ
、
唐
鞍
ヲ
カ
セ
。
途
中
ヲ
ノ
リ
タ
ル
人
ト
也
。
主
ハ
頭
ヲ
唐
人
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
シ
テ
居
ラ
レ
タ
ル
ト
云
伝
シ
」
と
典
拠
史
料
補
注
を
示
す
。
補
注
史
料
纂
集
『
三
藐
院
記
』
（
続
群
書
類
従
刊
成
会
刊
、
昭
50

9

13）、
148頁
参
照
。
18
元
禄
元
年
秋
頃
運
座
「
月
出
ば
」
半
歌
仙
評
釈
に
お
け
る
吉
田
澄
夫
は
「
酔
て
牛
よ
り
落
る
春
風
」
の
句
解
で
、
酔
っ
て
牛
か
ら
落
ち
た
。
こ
れ
は
蘇
東
坡
か
何
か
の
故
事
が
あ
る
。
酔
っ
て
後
ろ
向
き
に
牛
に
乗
っ
て
堀
へ
落
ち
た
。
蘇
東
坡
の
故
事
で
す
よ
と
発
言
、
更
に
「
中
国
風
の
の
ど
か
さ
で
す
ね
。
お
ち
る
と
い
う
感
じ
が
一
寸
」
、
「
こ
れ
こ
そ
蘇
東
坡
で
す
ね
」
と
も
（
昭
和
女
子
大
学
連
句
研
究
会
編
『
芭
蕉
未
完
成
連
句
』
武蔵
野
書
院
刊
、
昭
45

5

20
、
238頁
）。
斯
る
酔東
坡
落
牛
故
事
の
典
拠
残
念
な
が
ら
今
詳
ら
か
に
し
え
ず
、
乞
御
教
示
補
注
。
補
注
阿
部
正
美
も
吉
田
の
言
説
を
引
き
「
今
そ
の
原
拠
を
詳
ら
か
に
し
な
い
」
と
記
す
（『
芭
蕉
連
句
抄
第
六
』
明治
書
院
刊
、
昭
54

11

10
、
252頁
）。
19
「
桃
花
源
記
」
（『
陶
淵
明
全
集
』
下

松
枝
茂
夫
和
田
武
司
訳
注
、
岩
波
文
庫
・90

2

16
所
収
、
152～
162頁
）、
以
下
、
本
文
引
用
同
『
全
集
』
に
依
る
。
20
新
釈
漢
文
大
系
20『
十
八
史
略
上
』
（
林
秀
一
著
、
明
治
書
院
刊
昭
42

7

15
）、
19～
20頁
21
注
19に
同
、
138～
149頁
22
尾
形
仂
校
注
『
蕪
村
句
集
』
（
岩
波
文
庫
、
・89

3

16）
所
収
、
270～
274頁
、
以
下
、
本
文
引
用
同
『
句
集
』
に
依
る
。
23
注
11『
蕪
村
全
集
』
所
載
桃花
源
絵
画
に
は
、
134「
武
陵
桃
源
図
」
（
108頁
）、
155
「
桃
源
図
」
（
123頁
）、
435「
武
陵
桃
源
図
」
（
296頁
）、
457「
武
陵
桃
源
図
」
（
310頁
）、
473
「
桃
花
仙
源
図
」
（
319頁
）、
525「
東
坡
列
桃
源
図
」
（
352頁
）
が
あ
る
。
他
に
、
101「
竜
山
落
帽
春
夜
桃
李
園
図
」
（
86頁
）、
367「
桃
林
舟
遊
図
」
（
256頁
）、
442「
春
夜
桃
李
園
図
」
443「
春
夜
宴
桃
李
園
図
」
（
302頁
）、
444「
桃
李
園
図
」
（
303頁
）、
515「
四
季
山
水
図
」
内
「
桃
林
家
酔
人
帰
図
」
（
344頁
）
等
の
李
白
の
「
序
」
に
想
を
得
た
作
品
、
又
、
陶
淵
明
（
48

80

163

164図
）、
蘇
東
坡
（
81

82

524図
）
の
人
物
画
も
よ
く
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
参
照
さ
れ
た
し
。
24
『
蕪
村
全
集
』
第
一
巻
（
講
談
社
刊
、
・92

5

25）、
192頁
。
以
下
、
句
の
引
用
当
該
巻
に
依
る
。
25
『
校
本
芭
蕉
全
集
』
第
一
巻
（
富
士
見
書
房
刊
、
昭
63

10

31）、
116頁
、
46頁
（
載
出
順
）。
尚
、
句
中
に
「
牛
」
を
詠
む
の
は
三
句
、
残
る
一
句
は
『
三
冊
子
』
の
―47―
「
牛
部
や
に
の
聲
闇
き
殘
暑
哉
」
で
あ
る
。
26
「
桃
」
を
詠
み
込
ん
だ
句
は
次
の
五
句
、
煩
へ
ば
を
も
は
ず
桃
の
花
（
貞
享
五
）
咲
亂
す
桃
の
中
よ
り
初
櫻
（
元
禄
元
）
桃
の
木
の
其
葉
ち
ら
す
な
秋
の
風
（
同
二
）
其
に
ほ
ひ
桃
よ
り
白
し
水
仙
花
（
同
四
）
兩
の
手
に
桃
と
さ
く
ら
や
草
の

（
同
五
）
（『
校
本
芭
蕉
全
集
』
第
一
二
巻
昭
63

10

31、
12

30
）
27
連
句
引
用
は
『
校
本
芭
蕉
全
集
』
第
三
巻
（
平
元

1

30）
所
収
「
梅
の
風
」
百
韻
（
71頁
）、
「
花
に
遊
ぶ
」
歌
仙
（
349頁
）、
同
第
四
巻
（
同
2

28）
所
収
「
月
出
ば
」
半
歌
仙
（
71～
72頁
）
28
北
宋
末
（
12Ｃ
）
頃
、
鼎
州
梁
山
の
廓
庵
師
遠
禅
師
作
と
伝
う
、
人
が
本
来
持
つ
仏
性
を
牛
に
譬
え
、
仏
性
修
行
過
程
を
牧
童
が
牛
を
飼
い
馴
ら
す
の
に
準
え
、
十
枚
の
図
と
頌
に
よ
り
表
現
す
る
。
一
尋
牛
六
騎
牛
帰
家
二
見
跡
七
志
牛
存
人
三
見
牛
八
人
牛
忘
四
得
牛
九
返
本
還
源
五
牧
牛
十
入
垂
手
詳
し
く
は
、
山
田
無
文
『
十
牛
図
禅
の
悟
り
に
い
た
る
十
の
プ
ロ
セ
ス
』
（
禅
文
化
研
究
所
発
行
、
・91

4

20第
七
刷
）、
上
田
閑
照
柳
田
聖
山
著
『
十
牛
図
	自
己
の
現
象
学
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
・92

11

6）
等
参
照
29
近
世

藝
叢
刊
第
一
巻
該
書
、
250頁
上
段
30
鈴
木
虎
雄
訳
注
『
杜
詩
』
第
一
冊
（
岩
波
文
庫
、
昭
38

1

16）
所
収
、
66～
70頁
、
因
み
に
、
蕪
村
に
「
飲
中
八
仙
画
冊
」
あ
り
、
第
六
図
に
左
右
の
腕
を
童
子
に
抱
え
ら
れ
た
「
酒
家
眠
」
李
白
を
描
く
。
「
酒
中
仙
」
た
る
面
目
躍
如
た
る
人
物
画
と
い
え
る
（
逸
翁
美
術
館
柿
衛
文
庫
編
『
没
後
2
2
0年
蕪
村
』
思
文
閣
出
版
刊
、
・03

9

13

、
40～
43頁
参
照
）。
31
貞
享
元
年
1684冬
、
於
名
古
屋
野
水
亭
興
行
、
『
甲
子
吟
行
』
の
途
次
で
の
一
句
、
「
名
護
屋
に
入
道
の
程
風
吟
ス
」
の
前
書
を
有
す
。
後
に
『
冬
の
日
』
（
荷
兮
等
、
貞
享
元
年
成
立
、
芭
蕉
七
部
集
の
第
一
）
に
入
集
32
『
去
来
抄
』
先師
評
中
「
つ
た
の
葉
―
」
評
中
に
あ
る
言
説
33
同
前
書
、
「
下
臥
に
つ
か
み
分
ば
や
い
と
ざ
く
ら
」
評
中
に
あ
る
言
説
、
注
32と
と
も
に
俳
諧
（
句
）
の
本
質
論
で
周
知
。
（
潁
原
退
蔵
校
訂
『
去
来
抄
三
冊
子
旅
寝
論
』
（
岩
波
文
庫
昭
48

8

10第
二
三
刷
、
20～
21頁
、
注
32も
同
）
34
『
全
集
』
第
二
卷
所
収
「
山
落
木
三
」、「
同
四
」
35
岩
波
文
庫
版
、
昭
16

6

26
参
照
36
「
獺
祭
書
屋
俳
句
帖
抄
上
卷
を
出
版
す
る
に
就
き
て
思
ひ
つ
き
た
る
を
い
ふ
」
（「
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
」
第
五
卷
第
五
號
明
35

2

10
所
収
、『
全
集
』
第
三
卷
、
590頁
）
37
『
全
集
』
第
十
二
卷
、
593～
594頁
尚
、
子
規
文
中
に
「
中
野
村
の
桃
源
」
「
中
野
は
越
ヶ
谷
よ
り
云
々
」
と
あ
る
が
一
枚
「
東
都
花
暦
名
所
案
内
」
（
市
古
夏
生
鈴
木
健
一
校
訂
『
新
訂
江
戸
名
所
花
暦
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
・01

4

10
所
収
226

234頁
）
は
桃
の
項
に
「
増
林
越
ヶ
谷
よ
り
右
へ
入
、
お
よ
そ
六
里
」
と
あ
り
、
「
中
野
村
」
な
る
地
名
な
し
。
又
、
子
規
散
策
時
よ
り
二
十
年
ほ
ど
下
る
が
大
正
五
年
三
月
十
日
、
大
塚
文
男
編
著
『
越
ヶ
谷
案
内
』、（
八
）
桃
林
記
述
中
に
も
「
中
野
村
」
な
し
。
同
『
案
内
』
は
「
桃
の
里
の
大
袋
村
大
字
大
房
と
同
村
大
林
で
あ
る
」
と
紹
介
、
大
林
桃
林
の
写
真
一
葉
を
掲
載
。
子
規
文
の
参
考
補
足
の
意
味
で
紹
介
し
て
お
く
。
（
八
）
桃
林
昔
し
岩
槻
城
廓
の
外
を
備
へ
た
元
荒
川
の
長
流
は
、
下
つ
て
大
戸
大
六
天
神
社
―48―
の
玉
の
高
垣
を
洗
つ
て
南
埼
玉
は
大
袋
村
に
入
れ
ば
、
水
路
は
恰
か
も
Ｓ
英
字
形
と
な
つ
て
大
沢
、
越
ヶ
谷
の
間
に
落
ち
瓦
曾
根
溜
井
に
流
れ
込
む
、
Ｓ
英
字
形
の
両
空
所
が
広
袤
の
平
地
で
、
こ
ゝ
が
桃
の
里
の
大
袋
村
大
字
大
房
と
同
村
大
林
で
あ
る
。
大
房
の
桃
林
は
越
ヶ
谷
駅
よ
り
か
に
西
の
方
五
六
町
に
し
て
至
る
、
大
房
古
梅
園
の
裏
元 ・
荒 ・
川 ・
に ・
莅 ・
ん ・
で ・
小 ・
丘 ・
起 ・
伏 ・
し ・
一 ・
望 ・
麦 ・
圃 ・
菜 ・
園 ・
の ・
上 ・
紅 ・
霞 ・
相 ・
む ・
ら ・
が ・
る ・
、
花
と
水
と
、
草
と
小
家
と
の
配
置
は
美
妙
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
の
大
洪
水
後
、
固
く
修
築
を
加
へ
た
堤
の
上
を
北
に
り
宮
内
省
鴨
場
の
御
殿
を
拝
し
つ
ゝ
西
又
た
南
に
回
す
れ
ば
約
十
町
に
し
て
大
林
に
い
た
る
で
あ
ら
う
、
大
林
の
桃
林
は
地
積
が
広
大
で
且
つ
傾
斜
が
あ
る
か
ら
、
花
よ
り
水
、
水
よ
り
村
、
村 ・
が ・
霞 ・
ん ・
で ・

・
か ・
に ・
仰
が
る
ゝ
上
ツ
毛
、
秩
父
の
連
峰
紺
青
に
晴
れ
わ
た
る
白
日
の
野
景
は
到
底
筆
舌
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
、
一
度
び
丘
松
の
間
、
赤
毛
布
の
床
几
に
腰
う
ち
下
し
て
、
農
人
を
相
手
に
一
献
傾
け
な
ば
、
恐
ら
く
身
は
天
外
に
遊
ぶ
の
思
ひ
が
あ
ら
う
。
桃
の
盛
り
に
は
東
武
線
は
賃
金
の
割
引
を
し
て
春
を
追
ふ
享
楽
の
人
を
吸
引
す
る
、
ま
た
大
房
、
大
林
と
も
桃
林
の
中
に
茶
店
床
几
を
配
置
し
て
甘
党
に
は
芋
田
楽
、
団
子
な
ど
を
売
り
、
酒
の
肴
に
は
鮒
料
理
が
あ
る
。
（
略
）
（『
越
谷
市
史
』
第
六
巻
同市
役
所
発
行
、
昭
50

12

10
、
335～
336頁
）
確
た
る
証
拠
な
け
れ
ど
『
越
ヶ
谷
案
内
』
、
措
辞
表
現
に
子
規
文
の
模
倣
（
影
響
）
無
き
に
し
も
非
ず
か
（
傍
点
部
な
ど
）、
「
中
野
村
の
桃
源
を
知
る
者
は
稀
な
り
」
し
二
十
七
年
頃
の
景
色
も
時
移
り
て
大
正
、
桃
の
里
と
し
て
知
名
度
、
交
通
の
便
良
く
な
れ
ば
「
茶
店
床
几
」
が
設
け
ら
る
る
も
宜
な
る
か
な
。
38
拙
稿
「
桃
靑
の
「
桃
」」
（「
学
苑
」
816号
平
20

10
）参
照
39
注
34に
同
、
以
下
、
特
に
断
ら
ぬ
限
り
句
の
引
用
当
該
巻
に
依
る
。
40
李
白
「
春
夜
宴
從
弟
桃
花
園
序
」
（
松
浦
友
久
編
訳
『
李
白
詩
選
』

岩
波
文
庫
、
・97

1

16
所
収
、
335～
340頁
。
尚
、
一
般
的
に
は
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
で
知
ら
れ
る
）
参
照
41
新
釈
漢
文
大
系
110『
詩
經
』
上
（
石
川
忠
久
著
、
平
9

9

30）
所
収
、
27～
28頁
参
照
42
拙
稿
「
春
の
木
椿
	春
椿
列
列
椿
落
ち
椿
」
（
「
し
ょ
げ
い

楽
部
」
No.14
・99
春
東
京
書
道
教
育
会
、
平
11

3

16
）参
照
43
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
（
角
川
書
店
刊
、
昭
和
61

10

10）
当
該
項
目
（
服
部
幸
造
執
筆
）、
718～
719頁
参
照
44
『
國
大
辭
典
』
2、
当
該
項
目
（
中
村
義
雄
執
筆
）、
126～
129頁
参
照
45
『
和
漢
三
才
圖
會
』
卷
第
八
十
四
灌
木
類
は
次
の
よ
う
に
記
す
海
石
榴
つ
ば
き
椿
倭
字
椿
ハ
本
ト
喬
木
之
類
樗
椿
也
與
二
海
石
榴
一
ニ
異
ナ
リ
万
葉
集
本
朝
式
倭
名
抄
皆
用
テ三 椿
與
二 海
石
榴
一 訓
二 豆
波
木
一 其
来
ル尚
シ矣
△
按
ズ
ル
ニ
海
石
榴
ハ
即
チ
山
茶
花
之
一
類
也
樹
葉
花
實
似
テ二
山
茶
花
ニ一
而
大
ク
其
實
ノ
圓
似
テ二
無
花
果
イ
チ
シ
ユ
ク
ニ一
而
老 ヒ
ネ
テ
枯
ハ
則
殻 カ
ラ
四
ツ
ニ
裂
ケ
中
子
如
シ二
海
松
カ
ラ
マ
ツ
ノ
子
ノ一
テレ
皮
ヲ
取
レ
仁
ヲ
搾 シホ
リ
テ
取
ルレ
油
ヲ
謂
フ二
木 キ
ノ
實 ミ
ノ
油
ト一
塗
レ
ハ
二
刀
劍
ニ一
則
不
レ
生
レ

サ
ビ
ヲ
以
拭
二
漆 ウル
シ
器 ヌ
リ
ヲ一
則
出
レ
艶 ツ
ヤ
ヲ
塗
レ
髪
亦
艶
美
ナ
リ
然
ド
モ
髪
不
レ
靭 シ
ナ
ヘ
和 マ
セ
テ二
麻 コマ
ノ
油
ヲ一
爲
シ
テ
二
髪
ノ
油
ト一
佳
シ
但
千
瓣
ノ
者
不
レ
結
ハレ
實
ヲ
其
葩 ハナ
ヒ
ラ
厚
ク
大
ニ
艶
美
亞
ク二
于
牡
丹
芍
樂
ニ一
惟
恨
ラ
ク
ハ
其
萎 シ
ホ
ム
ル
甚
醜 ミニ
ク
シ
其
落
ル
モ
亦
脆 モ
ロ
キ
耳 ノ
ミ
單 ヒト
ヘ
瓣
ノ
赤
キ
者
ヲ
名
ク二
山
椿
ト一
此
レ
乃
本
源
也
白
紅
粉
紅
絞
リ
紅
或
自
相
レ
半
八
重
千
瓣
ノ
之
數
種
不
二
牧
擧
セ一
自
リレ
秋
生
レ
莟 ツボ
ミ
ヲ
春
開
キレ
花
ヲ
冬
開
ク
者
ヲ
名
ク二
早 ハ
ヤ
開 サ
キ
ト一
人
似
テ
賞
レ
之
ヲ
伐
二
椿
ノ
直 スク
ナ
ル木
ヲ一 煖
ム
レ
ハ
レ
火
ニ則
皮
能
テ肌
滑
ナ
リ也
僧
家
ニ以
爲
二
杖
ト一
万
葉
河
上
の
列 ツ
ラ
椿
つ
ら

に
見
れ
共
あ
か
す
こ
せ
の
春
野
は
（『
和
漢
三
才
圖
會
』
下
、
1202頁
）
46
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
8『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
七
、
453番
歌
、
式
部
大
輔
資
業
（
146頁
）
47
金
谷
治
訳
注
『
荘
子
』
第
一
冊
（
岩
波
文
庫
、
・71

10

16）、
21頁
48
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
第
八
十
三
喬
木
類
、
チ
ユ
ン
椿
ち
や
ん
ち
や
ん

同
虎
目
樹
大
眼
樹
今
云
知
也
牟
知
牟
音
之
訛
也
樗
臭
椿
也
和
名
沼
天
栲
山
栲
也
本
綱
椿
樗
栲
乃
一
木
三
種
也
皆
亦
類
ス二
漆
樹
ニ一
其
葉
脱
ル
處
有
レ
痕 ア
ト
如
二
虎
ノ
之
眼
目
ノ一
又
―49―
如
シ二
樗
蒲
子
カ
ル
タ
ノ
メ
ノ一
故
名
クレ
之
其
木
易
ク
シ
テ
レ
長
シ
而
多
シ二
壽
考
一
故
有
リ二
椿
栲
之
稱
一
荘
子
ニ
言
フ
大
椿
以
二 八
千
歳
ヲ一 爲
ト
云
ハ
二
春
秋
ト一 是
矣
椿
皮
細
肌
堅
實
ニ
テ而
赤
シ嫩
葉
香
リ甘
シ
テ可
レ 茹
フ
（
中
略
）
倭
名
抄
椿
和
名
豆
波
木
爲
二
海
石
榴
ツ
ハ
キ
之
訓
ト一
樗
ヲ
和
名
沼
天
爲
ル二
五
倍
子
ヌ
ル
デ
ノ
樹
ノ
之
訓
ヲ一
者
並
ニ
非
也
ソ
香
椿
及
漆
葉
ハ
横
理 ス
ジ

ト
ホ
リ
ニ背
ニ
鮮
明
ア
サ
ヤ
カ
ニ一
頗
ル
似
テ二
橿 カ
シ
ノ
葉
ニ一
而
小
ク
兩
ツ
兩
繁
ク
對
生
ス
香
椿
ハ
折
レ
枝
有
二
香
氣
一 放
二
汁
一 食
フ漆
木
折
レ
枝
有
レ 汁
粘
レ 人
生
二 漆
瘡
ヲ一
（『
和
漢
三
才
圖
會
』
下
、
1177～
1178頁
）
49
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
七
、
700番
歌
、
前
大
納
言
俊
光
君
が
す
む
は
こ
や
の
山
の
玉
椿
八
ち
よ
さ
か
へ
ん
末
ぞ
久
し
き
（『
国
歌
大
観
』
第
一
巻
、
664頁
）
50
河
東
碧
梧
桐
の
特
色
に
つ
き
子
規
は
「
明
治
二
十
九
年
の
俳
句
界
（
三
）
」
（
明
30

1

4付
「
日
本
」
紙
）
で
当
該
句
を
含
む
八
句
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
評
す
。
碧
梧
桐
の
特
色
と
す
べ
き
處
は
極
め
て
印
象
の
明
瞭
な
る
句
を
作
る
に
在
り
。
印
象
明
瞭
と
は
其
句
を
誦
す
る
を
し
て
眼
に
實
物
實
景
を
覩
る
が
如
く
感
ぜ
し
む
る
を
謂
ふ
。
故
に
其
人
を
感
ぜ
し
む
る
處
恰
も
寫
生
繪
畫
の
小
幅
を
見
る
と
略
々
同
じ
。
同
じ
く
十
七
八
字
の
俳
句
な
り
而
し
て
特
に
其
印
象
を
し
て
明
瞭
な
ら
し
め
ん
と
せ
ば
其
詠
ず
る
事
物
は
純
客
觀
に
し
て
且
つ
客
觀
中
小
景
を
擇
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
例
赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に
け
り
碧
梧
桐
（
以
下
七
句
略
）
椿
の
句
の
如
き
之
を
小
幅
の
油
畫
に
寫
し
な
ば
只
地
上
に
落
ち
た
る
白
花
の
一
團
と
赤
花
の
一
團
と
を
並
べ
て
畫
け
ば
則
ち
足
れ
り
。
蓋
し
此
句
を
見
て
感
ず
る
實
に
此
だ
け
に
	ぎ
ざ
る
な
り
。
椿
の
樹
が
如
何
に
繁
茂
し
如
何
な
る
形
を
成
し
た
る
か

其
場
は
園
な
る
か
山
路
な
る
か
等
の
想
に
付
き
て
は
此
句
が
毫
も
吾
人
に
ぐ
る
あ
ら
ざ
る
な
り
。
吾
人
も
亦
之
れ
無
き
が
た
め
に
不
滿
足
を
感
ぜ
ず
し
て
只
紅
白
二
團
の
を
眼
前
に
覩
る
が
如
く
感
ず
る
處
に
滿
足
す
る
な
り
と
一
方
で
認
め
つ
つ
、
小
景
的
純
客
観
に
潜
む
「
複
雜
な
る
高
な
る
主
觀
に
非
ず
し
て
目
前
の
客
觀
よ
り
直
ち
に
無
意
識
に
想
し
得
べ
き
主
觀
の
觀
念
補
注
」
性
を
指
摘
。
其
後
の
碧
梧
桐
が
主 ・
観 ・
に ・
よ ・
る ・
写 ・
生 ・
か
ら
実 ・
感 ・
と ・
印 ・
象 ・
を ・
重 ・
視 ・
す ・
る ・
写 ・
実 ・
へ
と
そ
の
句
風
を
変
化
さ
せ
、
門
下
か
ら
大
須
賀
乙
字
や
荻
原
井
泉
水
ら
の
自
由
律
俳
句
提
唱
、
実
作
者
が
出
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
子
規
の
烱
眼
と
二
十
四
回
に
及
ぶ
標
題
評
論
の
重
さ
を
痛
感
す
。
補
注
い
う
と
こ
ろ
の
「
此
の
主
觀
を
へ
た
」
る
例
は
次
の
二
句
。
爐
開
い
て
つ
め
た
く
火
の
消
え
ん
と
す
妻
の
手
や
に
よ
ご
れ
た
る
を
洗
は
ざ
る
（『
全
集
』
第
四
卷
、
503～
504頁
）
51
岩
波
文
庫
版
当
該
句
集
、
180頁
52
「
き
佛
」
で
最
も
印
象
深
い
描
写
は
、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
巻
之
三
「
吉
備
津
の
釜
」
。
「
鬼
」
（
怨
霊
）
と
化
し
た
妻
磯
良
に
よ
る
死
の
恐
怖
を
体
験
、
気
絶
か
ら
覚
め
た
夫
正
太
郎
が
先
ず
目
に
し
た
の
が
、
荒
野
の
三
昧
堂
に
て
黒 ・
き ・
佛 ・
の
み
ぞ
立
せ
ま
し
ま
す
（
傍
点
引
用
者
）
光
景
、
臨
場
感
る
る
迫
真
性
は
屈
指
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
応
用
に
一
句
の
面
白
さ
を
認
め
て
よ
い
。
53
二
十
八
年
十
二
月
二
十
九
日
付
「
日
本
」
紙
に
掲
載
の
折
に
認
め
ら
れ
た
前
書
中
の
文
言
54
三
十
五
年
五
月
五
日
付
「
日
本
」
紙
に
載
る
「
病
牀
六
尺
」
第
一
回
冒
頭
、
凜
凜
乎
と
し
た
気
概
あ
る
一
文
（
お
お
し
ま
と
み
お
日
本
語
日
本
文
学
科
）
―50―
